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要約：アリストテレス『動物誌』に「いわゆるパンクレアス」という言葉をみてから古代医学

の探訪は，今もインドネシアに在る鶏の膵による占い以外は，全く徒労であり，またアリスト

テレスが膵を知っていたとは思えなかった。彼の著作と学園を引き継いだのは最も忠実であっ

たテオプラストスであった。彼は学頭として37年間活躍したが，アテナイ市民より信頼され，

多くの学生が教育をうけ学園は発展した。その頃エジプトではプトレマイオス王朝の創成期，

アレクサンドリアでは，ヘロピロスが王の支援を受け，人体解剖学が極められた時であった。

へロピロスの膵についての情報は，ストラトンから得たであろう。テオプラストスの著作リス

トの中に『アリストテレスの動物誌1～6巻からの抜粋』があり，『動物誌』の「いわゆるパン

クレアス」とその前後の文章が，テオプラストスによって改窟されたことを示唆するもので

ある。
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はじめに

　アリストテレスの『動物誌』に，医学史上初めて記

載された「パンクレアス」という言葉があるので，ア

リストテレス以前における此の言葉の出所背景を探っ

たが，見出せなかった。ただメソポタミアに始まった

動物の内蔵をみて占うト占術はギリシアを含めた地中

海沿岸諸国に広がりローマ時代まで続いたといわれる

が，現在もインドネシア地方で鶏を開腹して十二指腸

を持ち上げ膵を透かし視て占うことが行われており，

透かしみる膵の美しさに，古代ギリシァ人が「カリク

レアス（美しい肉）」と呼んだのかもしれない1）。しか

しながら人間の膵は後腹膜腔に固定されており，後腹

膜組織より剥離しない限り，鶏のように十二指腸と共

に持ち上げられるものではない。人間の膵が動物のカ

リクレアスと同じものであるらしいと認識されたの

は，人体の解剖が行われたアリストテレス死後のエジ

プトのプトレマイオス王朝創成期以後であろうと推測

されるのである。したがって『動物誌』における「い
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わゆるパンクレアス」という語とその前後の文章はア

リストテレスの死後その弟子たちによって追加され

たものであろうと考えられ，まずはアリストテレス著

作の運命を追求することにする。

1．アリストテレス著作の運命

　1．『動物誌』の底本

　島崎2）によれば，アリストテレス『動物誌』の原本

にはギリシア語原文の手稿本と出版本があり，手稿本

として最も古いのが12～3世紀他は14～5世紀のも

のとされ，全部で5種の本がある。出版本としては，

15世紀終わりに最初のギリシァ語原文の基準となっ

たアルドゥス版から始まり，16世紀に6版17世紀

2版，18世紀1版，次いで19世紀に5版が出版され

た。その1つがベッカー版ベルリン1831年であり，現

今アリストテレスの文章を引用する場合，本書の頁

数左右欄別，行数を基準にすることになっている，

そして20世紀になってディトマイア版ライプツィッヒ

1907年が出版された。これは島崎が底本とした2）もの

で原文全10巻，手稿本の徹底的照合と多くの原文改変

の提案を特徴としているという。筆者が所有するもの

は，ロエブ古典文庫ハーバード大学出版で，動物誌第

1巻から6巻までA．L．ペック，第7巻から10巻までが
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D，M．バルメによって編集と英訳がなされ1965年から

1991年の間に刊行された。これまでに入手できる資料

をよく網羅し，整理した最新の成果であるとされてい
る3）。

　以上われわれが検討の対象としている『動物誌』は

12，3世紀から14，5世紀にわたって出版された手稿

本，出版本を基とし，徹底した照合と改変を受けた20

世紀の出版本である。

　2．『動物誌』の特性

　『動物誌』は人類の動物学的知識を初めて学問的体系

に集録した大著で，全10巻になっている。第1～4巻

は始めに動物学全般の研究法の見通しを示している

が，それ以後は主として動物体の諸部分を比較解剖学

的に記述しながら，分類と形態の大綱を述べ，生理に

言及したもので，「動物部分論」の序論とみられる。第

5，6巻は各動物の生殖発生に関する詳論で「動物発生

論」の序論といえる。第7巻は，元は第9巻とされた

もので人間の発生論であり，一部は「動物発生論」の

文と平行し，多くは『ヒポクラテス全集』（SIC）から

とったものと考えられ，その真偽が疑われている。第

8，9巻は動物生態学および心理学で，獣医学も含まれ

ている。第9巻も疑う人がいるが，第10巻は明らかに

後世の人が追加したもので，人間の不妊症の問題を取

り扱った，きわめて特殊なものである。

　本書はアリストテレスの他の著書と比べると，著し

く記載的であり，論理的に精密であるが．思弁哲学的

傾向の少ない平坦な客観的叙述である。本書は講義の

草稿または筆録の類いであったらしく，文章は荒削り

で彫琢にむらがあり，重複や単なる注解に過ぎぬよう

な挿入句は主題からの逸脱が目立ち，そのうちのある

ものは，明らかに後世の修正や加筆筆写の際の誤り

とされている，と述べている3）。

　一方，堀田4）はアリストテレスの著作の全般的特性

として大部分が講義用の原稿で，アリストテレスはそ

の中にいろいろな問題についての見解を書き込んだよ

うである。現存の著作は後代の人がそれを筆稿し編集

したものであるが，その編集者は，著者に対する尊敬

の念を抱きながら仕事をすすめ，小さな紙切れでもお

ろそかにせず丁寧に処置して，現存のものになった。

またアリストテレスが付けたと思われるタイトルは

『トピカ』，『ニコマコス倫理学』と『政治学』だけで，

その他は，彼の死後原本が整理され，筆写され編集

され，タイトルもそのときにつけられたものである，

と述べている。

　3．アリストテレスの直接の二弟子

　アリストテレスの直接の弟子はエウデモスとテオプ

ラストスの2人で，当然師の草稿を世話したといわれ，

エゥデモスは特に自然学と論理学に関する著作を扱っ

たという。アリストテレスの死後，テオプラストスが

学園リュケイオンを引き継いだ。その後まもなくエゥ

デモスは故郷のロードスに帰ったがtその時何編かの

アリストテレスの草稿の写本を持って帰った。その後

ロードス出身の哲学者達の著作にはアリストテレスに

ついての記述がみられ，エウデモス以来伝統的にロー

ドスがアリストテレス研究の中心となった。

　もう1人の弟子テオプラストスは，アリストテレス

の死後リュケイオンを引き継ぐと同時に師の書物も相

続した。テオプラストスは学頭として師の創始した学

園を37年間見事に管理運営し多くの学生を教育した。

また師の原稿を当然大切に保存し整理し，あるいは教

育の為に編集し写本もしたと思われる。彼の弟子たち

アリストテレス学派（遣遥学派）ストラトンやその後

継者アリストン等もアリストテレスやテオプラストス

の写本のいくらかはもっていたであろう。時にエジプ

ト王プトレマイオスはテオプラストスをアレクサンド

リアに招いた。しかし彼は行けなかったので，代わり

にストラトンとデメトリオスがアレクサンドリァにお

もむいた。ストラトンは王子フィラデルフォスの教育

を担当し，デメトリオスのほうはアレクサンドリア図

書館設立に働いた。後に王子はこれらの遣遥学派を通

じてできるだけ多くのアリストテレスの著作を集める

努力をした。テオプラストスは自らの死が近づいた

時，師が残した著作と自分の著書を合わせすべてネレ

ウスに譲渡した。テオプラストスが死ぬとネレウスは

すぐにアテナイを去り，故郷スケプシスに帰った。ネ

レウスは自分の相続した書物の大部分をアレクサンド

リア図書館に売ったか贈ったが，しかし尊敬するアリ

ストテレスの草稿は手許に残し故郷に持ち帰った。結

局この部分は以後200年の間眠ることになった4）。

　4．アテナイ，ローマ，アレクサンドリア

　前1世紀初めのアテナイはアリストテレス哲学の歴

史に決定的な意味を与える舞台となった。すなわち富

裕なアテナイ市民のアペリコンは愛書家でネレウスの

所持していた著書を含めテオプラストスの写本やアリ

ストテレスの著作も多数購入所持していた。ところが

当時アテナイはミトリダテス戦争に参加，ローマと

戦って破れ，将軍であったアペリコンも死亡した。

ローマの将軍スラは戦利品として多くの美術品の他に

アペリコンの大量の図書をローマに送った。スラ以外

にもギリシア贔屓のルクルスも多くの図書をローマに

送ったが，更に学者ティラニオンを捕らえかつ厚遇し

た。ルクルスと共にローマに来たティラニオンは図書
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収集に努力し3万巻の図書を集めたと言われる。その

頃キケロはティラニオンと交友があり，アリストテレ

スの草稿を読んだであろうとされている。その後ティ

ラニオンはスラの蔵書も保管することになった。そこ

で弟子アンドロニコスに出版計画を実行させたと推測

される。アンドロニコスの出版こそ後世のアリストテ

レス哲学進展の入口を開いたものと言える4）。

　アンドロニコスの経歴についてはほとんどわかって

いない。ただ彼はロードスで教育をうけた学者という

ことだけである。前述のごとくロードスはエウデモス

以来アリストテレス研究の伝統がまだ生きていた。そ

の出身者がたまたまローマでアリストテレスの講義

ノートに出会ったということは，まことに僥倖という

よりほかはない。彼がアテナイで迫遥学派の第11代学

頭だったとの説があるが真実でない。何時彼はローマ

に来たかであるが，キケロは彼を知らないので，恐ら

くキケロの死後に来たのであろう。したがって出版の

時期も前40～20年の間であろう4）。

　一方アレクサンドリア図書館には，テオプラストス

→ネレウス→図書館の経路と，テオプラストス→スト

ラトン・デメトリオス→アリストン→図書館の経路の

草稿と，図書館が独自で集めたものとが一緒になり，

これらがアリストンによって整理され，在庫目録が作

られた。この目録をディオゲネス・ラエルティオスが

写したのである。残念ながらアレクサンドリア図書館

の大部分の図書は前47年の失火によって消失した。こ

の頃にはローマでアンドロニコスが出版したアリスト

テレス著作集が研究されており，アレクサンドリアに

て散逸された図書は放置されてしまった4）。

　一方，田中美知太郎5）は論説「アリストテレスの思

想と生涯」の中でアリストテレス著作の運命について

言及しているが，テオプラストスとネレウスについて

は論じているけれども，もう1人の弟子エウデモスや，

テオプラストスが自分の代わりにプトレマイオスの下

に送ったストラトンやデメトリオスについては言及し

ていない。しかしアリストテレス著作とテオフラスト

ス，ネレウスおよびその後継者とのことについて，彼

はストラボンの風土記（Geography）の第13巻の記事

を引用しているが，もしストラボンの記事が事実であ

れば，アリストテレスの書物は前287年のテオプラス

トスの死後およそ200年，辺境に隠されていて，スラ

がローマに帰還した前83年以後にようやくアンドロ

ニコスの手に渡り出版されることになったのであると

している。さらにアンドロニコスは雑然たるアリスト

テレスの原稿を内容別に分類し，これを一定の順序に

従って配列したという5）。

　5．2・3世紀と5・6世紀の著書目録

　田中は5・6世紀のものと思われるヘシュキオスの

『オノマトロゴイ』（名辞集）という字書において，ア

リストテレスの項に著書目録として187の書名がかか

げられていることを紹介し，これを2・3世紀ディオゲ

ネス・ラエルティオスの『哲学者列伝』6）にあげている

アレクサンドリア図書館のアリストテレス著書目録の

143の書数と比べ44ほど多いことを指摘した。両者と

もに最初の135番目までは大体において一致するが

『形而上学』の書名がヘシュキオスにあって，ディオゲ

ネスにないことが著しい相違としている。ところで動

物に関する著作となると，ディオゲネスでは

　103　動物について　9巻，

　106　合成的動物について　1巻，

　107　神話上の動物について　1巻

であり，一方ヘシュキオスの方は，

　155　動物誌　10巻

　156　動物の動について　3巻

　157動物を構成する諸部分について　3巻，

　158動物の生成について　3巻

となっており，ついでながら1831年ベッカー版編集以

来の伝統的な編集順序に基づく動物関係書類は，

　動物誌　10巻

　動物の諸部分　4巻

　動物の動きについて　1巻

　動物の進歩　1巻

　動物の生成　5巻

となっている7）。

　ディオゲネスの103の‘動物についではその他の

目録の‘動物誌　と同じタイトルであるが巻数がディ

オゲネスでは9巻で他は10巻である。これ以外の‘合

成的動物についでや‘神話上の動物についで　とい

うディオゲネスの書名は他の目録にはない。ヘシュキ

オスの書名はベッカーに全てあるが，巻数が「動物誌」

以外では一致しない。そしてベッカーには働物の進

歩’が増えている。以上時代を変えたアリストテレス

の著書目録では著書数に変化がみられるが，『動物誌』

に関しては，巻数が違うけれども古い目録から存在し

ていたのである。

皿．アリストテレスとテオプラストス

　紀元前335年以来アテナイで評判の高い学園リュケ

イオンを運営し，マケドニア政府の応援や多くの門下

生に支えられて波瀾のない生活をおくってきたアリス

トテレスであったが，紀元前323年秋東方遠征中のア
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■『

レクサンドロス大王急死のしらせから事態は急変し

た。それまでマケドニアの支配をうけてきたアテナイ

市民の間に反マケドニア感情が高まり，革命運動が燃

え上がった。アテナイ市民はマケドニア政府やその総

督との関係からアリストテレスを疑惑の目でみるよう

になり涜神罪で訴えるにいたった。アリストテレスは

アテナイを出る決意をし，学園の全ての財産と手書き

の一切の原稿を，過去25年間研究や行動を共にしてき

た親友テオプラストスに譲り，エウボイア島カルキス

の母の実家に退いた。そして翌年胃の病にて世を去っ

た8）。

　テオプラストスがアリストテレスより学園リュケイ

オンを譲り受けたのは，彼が48歳の時であった。以来

37年間学頭として学園の管理運営，教育研究の中心人

物として活躍した。テオプラストスの死後約400年

経って刊行されたディオゲネス・ラエルティオスのギ

リシア哲学者列伝の第5巻にアリストテレスやテオプ

ラストスなどアリストテレス学派の人物の生涯が記載

されている。それによると，テオプラストスは紀元前

370年レスボス島エレソスで生まれた。彼は生地でア

ルキッボスの教えを受けたが，やがてアテナイに行き

プラトンの弟子になり，そしてプラトンの死後アリス

トテレスの弟子となった。アリストテレスは紀元前

384年生まれであり，テオプラストスは彼より14年若

かった。しかし2人の間柄は同僚の関係にあり，互い

に深い愛着を感じていた。テオプラストスの本来の名

はチュルタモスであったが，語り口に神的な響きがこ

もっていたのでアリストテレスがテオプラストスと名

前を変えてやったのである。アリストテレスは37歳で

結婚したが，テオプラストスは終生独身であった。そ

してアリストテレスの死後その息子ニコマコスを養育

した。テオプラストスは大変聡明で勤勉な人であっ

た。また親切で学問好きな人であったので，プトレマ

イオスー世は自分の息子の家庭教師に彼を招いた。こ

れは実現しなかったが，彼は愛弟子ストラトンを差し

向けている。テオプラストスはアテナイ人達から非常

な好意をもって迎えられていた。彼の講義には2千人

にも上る学生達が集まった。彼は85歳の高齢で死んだ

が，全市民がこぞって墓場まで歩いて見送ったとのこ

とであった9）。

　テオプラトスは恩師の草稿をさぞかし大切に保管し

たことであろう，また自らも多くの著書を残したがそ

の執筆の合間に師の原稿を整理し編集し，学園や門弟

の研究，教育の為に写本も行ったことであろう。テオ

プラストスよりも29歳若いエピクロスは35歳の時に

アテナイで自らの学派を創設したが，エピクロスの書
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簡にはアリストテレスの『分析論』や『自然学』，『天

体学』，『倫理学』にも言及していたし4），学園内でも

ストラトンがアリストテレスの文献に精通していたの

で，早い時期から写本が行われ研究されていたのであ

ろうlo）。彼は遺言状を残していた。そこには学園，庭

園，神域および使用人などについて，将来にも及ぶ実

に細々した配慮をみせているほかに，「私の所蔵する

書物はすべてネレウスに与える」とあった9）。おそら

くテオプラストスは遺言を書いた時点では，師アリス

トテレスの草稿はすべて目を通し整理し，ネレウスに

譲渡する以前に，学園に必要と思われる範囲の師アリ

ストテレスの著作のコピーを済ませていたのではない

であろうか？

皿．テオプラストスの著書目録

　ディオゲネス・ラエルティオス著ギリシア哲学者列

伝には第5巻第1章がアリストテレス，第2章がテオ

プラストスでありtそれぞれの生涯，業績や評判など

が書かれているが，さらにおのおのの業績目録が記載

されている。アリストテレスの方は論文，書簡および

叙事詩を含め156編あるが，問題としてきた書物は目

録の第102番目の『動物について9巻（Peri　z60n　1，　2，

3，　4，5，6，7，8，9）』であり，因みにパンクレアスの言葉

があったのはその第3巻である。一方テオプラストス

の方では少数の書簡を含め225編の目録が記載されて

いる。このうち動物に関する著書と思える題目を掲載

順にあげると，

　1）同じ種に属する動物の声の相違について　1巻

　2）密集して出現する動物について　1巻

　3）咬みついたり，刺したりする動物について　1巻

　4）嫉妬すると言われている動物について　1巻

　5）陸地に生息する動物について　1巻

　6）色を変える動物について　1巻

　7）穴こもりする動物について　1巻

　8）動物について（Peri　z60n　1，　2，　3，　4，　5，　6，　7）7巻

　9）アリストテレスの『動物誌』からの抜粋（Epito－

　　mδn　Aristot61us　peri　z60n　1，　2，　3，　4，　5，6）6巻

　10）動物の知能と性格について　1巻

　11）動物について（Peri　z60n）

　以上11編の書名をみるが，8）と11）とは書名は全

く同じ‘動物についでであるが一方は巻数が7であ

るのに他方には巻数は書かれていない（図1，図2お

よび図3参照）。とにかくテオプラトスは植物の研究を

盛んに行ったとされているが，動物にも大いに研究し

教育もしたものと考えられる。注目すべきは9）であっ
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　　　　　　　　　　　　図ILoeb　Classica1　LibraryのDiogenes　Laertius著
　Lives　of　Eminent　Philosophers，　R　D．　Hicks英訳の第V巻　第1章のP464～475にアリストテレスの書簡や詩を含

め，計156の著作物のリストがあり，その102番目に左欄のギリシア語では，PERI　ZOONα’一θ’とあり，右側英

訳文ではOn　Animals　9巻となっている（下線の部）。105番と106番に動物に関する書物が1巻ずつある。左欄の

ギリシア語の頭にあるアラビア数字はパラグラフの数であり，リストの数とは関係はない。右欄の英語の頭にある

数字は筆者がつけたリストの順番を示す数字である。

て，明らかに［アリストテレス‘動物についでの6

巻の抜粋］と記載されてあり，テオプラストスがアリ

ストテレスの草稿を読み概要を作り研究および教育に

利用したのにちがいないと思われる。なお賀来彰俊の

訳では図3のように「アリストテレスの『動物誌』か

らの抜粋，6巻」となっているが，原文では第1巻か

ら第6巻までの各巻を挙げて6巻となっているので，

当然第3巻も含まれる。またテオプラストスが手にし

たアリストテレス動物誌の草稿は，そのときは6巻ま

でしかなかったのであろう。テオプラストスが死んだ

後，ディオゲネスが哲学者列伝を書いた紀元2・3世紀

にはこれが9巻に増えているが，テオプラストス以外

の弟子が追加したのかもしれない。テオプラストスに

は師の草稿を整理し，訂正しまたは追加し直す時間は

十分あったと思われ，さらに彼を心から尊敬し慕って

いた遣遥学派の人々は彼がアリストテレスの草稿を改

窟しても，これに異を唱えるものはいなかったであ

ろう。

IV．プトレマイオス王朝初期のアレクサンド

　　リア

　エジプトを征服した25歳の若きアレクサンドロス

大王は，エジプトの地中海岸ナイルのデルタ地帯西部

に理想的な港町　自分の名前を冠したアレクサンドリ

ァを作ることを決定，定礎は紀元前331年4月7日に

行われたと言う。大王の死後，将軍プトレマイオス

ソーテルは，大王の遺志を継いでアレクサンドリァを

首都と定め，大王が王子の時の家庭教師アリストテレ

スから，王子の学友であったソーテルも教えを受けた

ので，アリストテレスの影響があったのであろう，学

問興隆を建国の大方針としアレクサンドリァを学問の

府とすることにした。研究施設，図書館博物館，天

文台等の設立とともに各方面の優れた学者が集められ
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　図2　図1と同書同巻第2章のP488－503にテオプラストスの著作のリストがあり，計225である。その179番
　　　　目（下線の部）が「アリストテレス動物誌6巻の抜粋」である。
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優遇された。のみならず大灯台をたて，港にはドッグ

や倉庫を備え，地中海貿易の中心となるべく建設がす

すめられた。かくてアレクサンドリアの文化活動は隆

盛となり，以来3世紀にわたるヘレニズム時代の文化

の一大中心地となったll）。医学においても系統的人体

解剖の樹立という画期的なことが行われ，人体の内部

が明らかになって多くの発見がなされた。

　この医学の革命的事業を成し遂げた中心人物がヘロ

ピロスである。生，没年はおよそ紀元前330～260年頃

と考えられている。いつアレクサンドリアに来たか不

明であるが，プトレマイオスー世が有能な学者を招き

優れた研究遂行に必要十分な援助を提供する政策に惹

き付けられたのであろう。

　彼の著作はほとんど失われてしまっている，そして

膵について記載したものは全くない。しかし後世の著

作物の中にその業績が紹介されている。とりわけガレ

ノス（紀元129～201年頃）は膨大な著作物のあちらこ

ちらに彼の業績を紹介している。ガレノスの論文のな

かで，1ヵ所ヘロピロスとパンクレアスとの関係を示

唆している文章がある。それは『種子について（Peri

Sperm2tos，　De　semine）』第2巻第6章646頁にあ

る。翻訳すると「胃からの分泌液と肝からの胆汁液と，

そしてさらにそこにある腺群から唾液に似た粘稠な液

とが腸の中に整然と注ぐ。これらの腺群について解剖

学者の誰もが研究しようとしなかったが，ヘロピロス

とエウデムスが初めて取り上げ検討した」というもの

である。この文章にある“腺群”が“パンクレアス”

を意味することは現代のわれわれには容易に理解でき

るが，原文には“そこにあるad6non”とあるのみで，

“パンクレアス”とは記載していない。ガレノスはほか

の論文では明らかに“パンクレアス”の言葉を使って

いるのに，何故上記の文章にこの用語を使なかったの

であろう。著者はこの問題にぶちあたって，ガレヌス

の原著を自ら読む必要性を感じ，独学で古代ギリシア

語の勉強をはじめた。ほぼ2年経った今日もなお，原

文を前にすると翻訳に四苦八苦の状況であり，いつ上

記の難問を解くことが出来るかわからないが，とにか

くやってみようと決意している。

■
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！
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アリストテレス

＃102　動物誌 9巻

テオプラストス

＃41　同じ種に属する動物の声の相違について

＃42密集して出現する動物について

＃43　咬みついたり、刺したりする動物について

＃44　嫉妬するといわれている動物について

＃45　陸地に生息する動物について

＃46　色を変える動物について

＃47　穴こもりする動物について

＃48　動物について

＃179　アリストテレスの「動物誌」からの抜粋

巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻

1
1
1
1
1
1
1
7
6

＃103　解剖図録

＃104　解剖図録よりの抜粋

＃105　合成的動物について

＃106　神話的動物について

巻
巻
巻
巻

8
1
1
1

＃187　動物の知能と性格について

＃225　動物について

　加来彰俊訳：ディオゲネス・ラエルティオス著

テレスP35－36，テオプラストスP53，62，66より引用。

　著者は，2世紀の終わり頃ないし3世紀前半の早い時期の人といわれる。

図3　図L図2に関する和訳
　　　　ギリシア哲学者列伝（中）岩波書店，東京，1996年，

　ヘロピロスが何時アレクサンドリアに来て，活動し

たかは不明であるが，プトレマイオスー世ソーテルと

二世フィラデルフスが死刑囚をヘロピルスに与え生体

解剖を許したとされている12）。プトレマイオスー世

ソーテルの治世は紀元前323～283年，息子二世フィラ

デルフスのそれは紀元前283～246であり，テオプラス

トスがリュケイオンの学頭であった期間は紀元前

323～286年の37年間，次のストラトンが286～268年

の18年間であった9）。

　ヘロピルスは一時アテナイで開業したことがある

が，最も活動したのはアレクサンドリアにおいてであ

り，テオプラストスがアテナイで学頭していた時と一

致するので，テオプラストスは弟子ストラトン等を通

じて逐一報告を受け熟知していたであろう。またヘロ

ピロスと同時代アレクサンドリアにて解剖のみならず

生理学的研究を盛んに行ったエラシストラトス

（c．315～c．240BC）も，もっぱらアレクサンドリアにて

活躍したが後に，テオプラストスの弟子になったと言

われており9），この人からも直接ヘロピロスの業績を

聞く機会があったであろう。

おわりに

　アリストテレスの『動物誌』にパンクレアスとその

前後の文章を追加挿入したのは，テオプラストスであ

ると思われる。これが真実であるとすれば，改窟はテ

オプラストスの学頭時代に行われたので紀元前3世紀

始めであろう。
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